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第二期中長期ビジョン策定にあたって

「自由と愛の精神」に根ざし、
共に考え行動する「世界の市民」の養成

桃山学院の教育理念

Ⅰ

　本学院はC.F.ワレン師をはじめとする英国聖公会の人びとによって建てられました。この『聖公会』
の信仰を基盤として生まれた本学院の学院章には、“SEQUIMINI ME”（我に従え）《マルコによる福
音書1章17節》という言葉が刻まれています。これはイエスの最初の弟子となったアンデレが、「わたし
についてきなさい」とイエスに呼びかけられた言葉です。この呼びかけは私たち桃山学院の構成員
への呼びかけでもあると理解し、学院のモットーとして学院章に掲げています。
　アンデレは、イエスを神の子・キリストと信じ、イエスが教えた『自由と愛の精神』をもって生きること
を自らの使命として選び、生涯を通してこれに従いました。そして迫害にも動じることなくイエスへの信
仰を貫き通して、ついに殉教しました。
　学院章にある「アンデレ・クロス」（Ｘ字型の十字架）は、殉教したアンデレがX字型の十字架に架
けられたことがその由来です。

　2005年に策定された第一期中長期ビジョンは2014年度を目標年度としていました。近年、大学・高校・中学を取り巻く環境が大きく変化し
てきたことから、同ビジョンを2ヵ年前倒しで終了させ、その成果と課題を踏まえて現状に対応した目標と施策を提示したものが第二期中長期
ビジョンです。第一期中長期ビジョンの方向性（地域貢献、国際交流、職業教育、外国語教育、健康・スポーツ振興）は、第二期中長期ビジョ
ンの基点として継承し、教育研究の更なる発展をめざし改革を推進します。

第一期中長期ビジョンの継承と発展

　学院の教育理念および学院の諸部門における建学の精神、ミッションステー
トメントに基づき、2013年度から2022年度の10年間における学院の経営目標な
らびに学院の諸部門における教育・研究・社会活動の目標と、その目標達成に
必要な諸施策を提示します。これに基づいて各年度における事業計画で具体的
な行動スケジュールを立て、PDCAサイクル※を回すことにより、目標達成を確実に
します。目標達成までのプロセスについては、毎年度公表します。

第二期中長期ビジョンの位置づけと実現へのプロセスについて

教育理念・ミッションステートメント

中長期ビジョン（目標と具体的施策）

学院中期経営計画・各年度事業計画策定

PDCAサイクル（目標達成の検証・計画の見直し）

グローバル化や情報化の進展、少子高齢化など社会の急激な変化に対応するための基点として、
本学院の教育理念に立ち返り、これを再確認します。

本学院の教育理念

「自由と愛の精神」に根ざし、
共に考え行動する「世界の市民」の養成

Vision　～10年後の学院像～

教育改革を支える、経営基盤の構築へ

Vision　～10年後の中学校高等学校像～Vision　～10年後の大学像～

桃山学院第二期中長期ビジョン全体像

学院ブランディングの確立と校友ネットワークの構築
◎アイデンティティ教育　◎社会貢献活動　◎卒業生との連携強化改革11
教育改革を支える組織・財務基盤の確立
◎財務基盤の確立　◎経営ガバナンスの確立　◎高大連携の推進改革22

特色ある教育プログラムの実施
改革 1

全国レベルの進学校へ
改革 2

アスリート指定クラブの
全国大会優勝へ

改革 3

国際教育の推進
改革 4

中学校高等学校大 学

キリスト教精神および聖公会について

C.F.ワレン師
Charles Fredrick Warren

1841-1899

※Plan（計画）、Do（実行）、Check（確認）、Action（行動）の4つで構成されるマネジメントサイクル

高大連携の推進

桃山学院
中学校高等学校を
日本一の学校へ 

地域に根ざし、
世界に通用する
桃山学院大学へ

改革 1
就職率と学生満足度100％をめざし、
教育改革を推進します。
改革 2
グローバルスタンダードに基づく教育を行う、
「真の国際化」を推進します。
改革 3
あらゆる世代のニーズに応える
生涯学習の場として展開します。
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Vision　～10年後の大学像～

地域に根ざし、世界に通用する
桃山学院大学へ
 地域の知のセンターとしての役割を果たしつつ、国籍や年齢を問わず、広く世界から質の高
い教育を求めて学生が集い、世界の市民として巣立っていく、これからのグローバル社会に
求められる大学へ―。桃山学院大学は、新たな大学の姿へ生まれ変わります。
　そのために、ミッションステートメントに基づく教育改革を推進し、アクティブな人材を社会に
輩出していきます。
 今後5年間で本学の社会的評価を高め、10年後には国際的な大学評価に対応できるように
大学改革に取り組みます。

Vision　～10年後の中学校高等学校像～

桃山学院中学校高等学校を
日本一の学校へ 
　「桃山学院に来て本当によかった。自分にとって桃山こそは日本一の学校である」と思える生徒
が、他校よりも一番多くいる――桃山学院中学校高等学校はそのような学校をめざして、ミッションス
テートメントに基づき教育の理想を追求し続けます。
　「目に見える実力（学力や運動競技能力等の数値や結果で測定できる才能や能力）」と同時に、
「目に見えない実力（協調性や責任感や他者への思いやりといった、数値や結果で測定できない才
能や能力）」を含む多様な可能性を開花させ、常に時代に即応しつつも、新たな時代を創造する健
全な若者を育成します。

桃山学院大学ミッションステートメント（社会的使命） 桃山学院中学校高等学校ミッションステートメント（社会的使命）

大学の中長期ビジョン
Ⅱ

中学校高等学校の中長期ビジョン
Ⅲ

改革11 特色ある教育プログラムの実施特色ある教育プログラムの実施改革11 就職率と学生満足度100％をめざし、教育改革を推進します。就職率と学生満足度100％をめざし、教育改革を推進します。2018年
までの目標

改革22 グローバルスタンダードに基づく教育を行う、「真の国際化」を推進します。グローバルスタンダードに基づく教育を行う、「真の国際化」を推進します。2022年
までの目標

改革33 あらゆる世代のニーズに応える生涯学習の場として展開します。あらゆる世代のニーズに応える生涯学習の場として展開します。2022年
までの目標

本校では健全な人格の育成を全学的な取組みで行なっていきます。
『命の教育』を始めとする特色ある教育プログラムを実施し、自己と他者の命を大切にする生徒を育成します。その一環として心肺蘇生法やＡＥＤ
使用法を学ぶ「BLS（Basic Life Support / 一次救命処置）講習」や、病院での新生児見学や助産師による講義をはじめとした「思春期教室」な
どを実施していきます。

改革22 全国レベルの進学校へ全国レベルの進学校へ

「大阪の進学校」から「全国の進学校」への進化を図っていくため、国公立大学を中心にした難関大学合格実績の更なる向上をめざします。
2020年には東京・京都・大阪大学の合格者を120名に高めることを目標とします。

改革44 国際教育の推進国際教育の推進
大阪で最も長い歴史を誇る米国との交換留学制度（ＥＰ）や国際コースのカナダ留学などに加え、今後はアジアにも目を向けた国際教育を推進
します。
国際コースについては、入試制度やカリキュラムを含めた改革を継続し、国際社会で活躍できる人材の育成に努めます。また英語力やコミュニ
ケーション能力だけでなく、日本の文化や歴史に対する深い理解を養います。

改革33 アスリート指定クラブの全国大会優勝へアスリート指定クラブの全国大会優勝へ

2007年度のアスリートクラス設置以来、ハンドボール部、サッカー部、水泳部は既に全国大会への出場を果たしました。
今後は他のアスリート指定クラブと共に全国優勝をめざし、体制作りを実施していきます。

実行プラン 1 社会のニーズに合う高水準の専門教育を提供します。
「文系総合大学」の領域を超えて新たな教育・研究分野での新学部設置をめざします。また、既存学部についても、社
会のニーズに応える学科・コースの再編を計画します。
実行プラン 2 協調性、主体性、積極性を涵養する教育を行います。
少人数教育と課題解決型学習等の実践教育を実施します。また、学習支援センター、ラーニングコモンズ（学習空間）
など、学生が自ら学び、考え、行動する環境を整えます。

高い専門知識を身に着け、社会で活
躍できる協調性、意欲、向上心を備え
た「アクティブな人材」を輩出します。
就職希望者の就職率と満足度100％
をめざし、大学の社会的評価を私学
トップクラスに高めます。

実行プラン 1

英語による講義の拡充と必修化を進め、外国人留学生とともに学び、英語のみで卒業資格を得られるプログラムを実
施します。また、これらのプログラムを最大限に活用できるよう、英語教育の強化を行います。
実行プラン 2

グローバル人材を教職員として積極的に採用・育成するとともに、世界22ヵ国・地域、55の大学・機関との交流協定を
「真の国際化」に合わせて発展させ、学内のグローバル化と留学機会の拡大を推進します。

立場や文化の相違を超えて、論理的に
課題を解決できる知識とコミュニケー
ション能力を備えた「世界の市民とし
て活躍できる人材」を輩出します。
2022年に、国際機関による大学認証を
取得し、「世界に通用する桃山学院大
学」となることをめざします。

実行プラン 1
社会人のキャリアアップや、子育てを終えた方々の再就職を応援する多様なプログラムを開発、提供します。

実行プラン 2
和泉市および近隣地方自治体との協力関係を進め、「地域の知のセンター」として地域のニーズに応じた教育プログ
ラムを開発します。

卒業生や保護者をはじめとした社会
人や地域住民の方々――あらゆる世
代に開かれた生涯学習の場として、社
会のニーズに応えうる大学となります。

桃山学院大学は、自由と愛の精神に基づく学びの場として、ここに集うすべての人の多様な価値観を認め合いながら、
向上心を絶やさず、みずから考え、積極的に行動する世界の市民を育むことを使命とする。

桃山学院中学校高等学校は、自由と愛の精神に基づく学びの場として、生徒ひとりひとりを大切にし、
個々の生徒が持つ多様な可能性を開花させ、健全な社会の実現に貢献できる若者を育成することを使命とする。
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　桃山学院第二期中長期ビジョンは、桃山学院大学、同中学校高等学校、そしてこれらの経営母体である
桃山学院の将来目標と、目標達成に向けた改革を実施する決意を示したものです。

　この決意のもと、本ビジョン（Vision）に向かって改革を推進することにより本学院が活性化（Vitaliza-
tion）し、本学院に学ぶ方々の期待を上回る教育を提供すべく市場での価値（Value）を向上させ、他私学と
の競争に勝利（Victory）すること、また、そのために学院の構成員一人ひとりがMVP（Most Valuable Play-
er）としてめざましい活躍を見せることに期待を寄せ、本ビジョンに「MOMOYAMA V PLAN (MVP)」という
サブタイトルを付けました。

　学院では、桃山学院のブランディングと校友ネットワークの強化を推進しつつ、組織・財務基盤と経営ガバ
ナンスの整備を進めます。大学では「地域に根ざし、世界に通用する桃山学院大学」への発展を期して、教育
の質・分野・対象を切り口とした3つの改革を実施いたします。また、中学校高等学校では「日本一の学校」と
なるべく、教育環境を整えながら教育指導を徹底してまいります。

　グローバル化や情報化の進展、少子高齢化など社会の急激な変化は、教育機関にも様々な形で影響を
及ぼしています。本学院がこの伝統ある学院の事業を継承し、次の周年事業となる創立150年が、125周年
以上の祝福と発展のなかで迎えることができるよう、激変
する状況に対応するための基点として私たちは学院の教
育理念、すなわち「『自由と愛の精神』に根ざし、共に考え
行動する『世界の市民』の養成」を改めて確認し、新たな
状況に立ち向かうべく邁進いたします。

　この将来ビジョンの具体的計画とその進捗状況につき
ましては毎年度公表しながら、学院の構成員一同、心を
ひとつにして取り組んでまいりますので、皆様のご理解と
ご支援を賜りますよう心よりお願いいたします。

Vision　～10年後の学院像～

学院の中長期ビジョン 理事長メッセージ

　桃山学院は、学院の教育理念、すなわち「『自由と愛の精神』に根ざし、共に考え行動する『世界の
市民』の養成」の具現化にむけて、アイデンティティ教育を導入し学生生徒の意欲と帰属意識を高め
るとともに、卒業後にも続くネットワークを構築し、学院としてのブランディングを高めます。
　また、中高と大学の経営母体として、諸経費削減、増収、事業効率改善の各面から安定的な財務
基盤を整備するとともに、迅速かつ戦略的な政策推進を可能にする経営ガバナンスを確立します。
　次の周年事業となる創立150年を祝福と発展と安心のなかで迎えることができるよう、積極的に教
育改革を推進できる経営基盤を整備します。

教育改革を支える、
経営基盤の構築へ

Ⅳ

学校法人桃山学院  理事長
2013年3月

水 谷  和 生

改革11 学院ブランディングの確立と校友ネットワークの構築学院ブランディングの確立と校友ネットワークの構築

「桃山らしさ」と「桃山で学ぶ意義」を伝え、在学
生の勉学意欲と帰属意識を高めるため、学院共
通の教育としてアイデンティティ教育、すなわち自校
史・キリスト教（聖公会）に関する教育を行います。

アイデンティティ教育
教育・研究で社会に貢献することは勿論、さ
まざまな分野で社会のニーズや課題に応じ
た社会貢献をグローバル展開することで、社
会に役立つ学院をめざします。

社会貢献活動 卒業生との連携強化
社会で活躍する卒業生を招いての講演
やシンポジウムの開催など、卒業生との
緊密なネットワークを形成するため、さら
なる組織的整備を進めます。

改革22 教育改革を支える組織・財務基盤の確立教育改革を支える組織・財務基盤の確立

2022年度に、「帰属収支差額比率10％達成」
を財務ミッションとし、これを達成するために中
期的な学院財政の目標とそのための施策を提
示した学院中期経営計画を2013年度から策
定します。

財務基盤の確立
学院の業務を円滑に行うため、人事・組織
改革に取り組むとともに、事業ごとのPDCA
サイクル運用や「目標による管理（MBO）」を
導入し、経営ガバナンスの確立を図ります。

経営ガバナンスの確立 高大連携の推進
中高大一貫教育を推進するための具
体的なプランとして、セミナー等の高大
接続プログラムの充実を図るほか、新規
入試制度を導入します。また、高大研究
連携も推進します。

実行プラン 1 実行プラン 2 実行プラン 3

実行プラン 1 実行プラン 2 実行プラン 3
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